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 ◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

０
４

月
１

６
日

（
土

）
快

晴
 

◇
参

加
者

；
青

木
宏

充
( 登

山
口

前
泊

）
、

梶
野

照
雄
( 発

電
所

Ｐ
前

泊
) 。

 

川
島

 
功

、
沖

﨑
吉

信
、

児
嶋

道
夫

、
生

熊
敏

男
・

千
満

子
、
 

濱
野

兼
吉

、
畑

林
秀

味
、
豊

嶋
 

寛
、
橋

本
 

梓
、
河

上
政

方
、

大
江

加
予

子
、

山
口

泰
宏

、
湯

川
一

郎
、

瀧
本

昭
太

郎
、
 

斉
藤

和
美

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
７

名
。

 
 

当
初

、
日

曜
日

に
実

施
予

定
で

あ
っ

た
が

、
雨

の
予

報
で

繰
り

上
げ

た
。

又
、

窓
を

据
付

け
る

予
定

だ
っ

た
が

、
松

本
板

金
さ

ん
が

不
参

加
と

な
り

松

本
さ

ん
が

仕
上

げ
て

下
さ

る
意

向
か

ら
、

窓
資

材
の

荷
上

げ
と

な
っ

た
。
 

１
５

日
午

後
に

天
辻

峠
付

近
で

崩
落

が
あ

り
、

１
６

８
号

線
が

全
面

通
行

止
と

な
り

、
急

遽
不

参
加
( 佐

藤
) や

迂
回

路
、
ま

た
新

宮
迄

来
て

頂
き
( 湯

川
・

山
口
) ご

参
加

頂
い

た
。
 

今
回

の
行

事
参

加
に

は
我

輩
の

足
の

ス
ピ

ー
ド

で
は

、
長

丁
場

は
か

な
り

遅
れ

て
迷

惑
が

か
か

り
無

理
で

は
な

い
か

と
二

の
足

を
踏

ん
で

い
た

が
、

最

近
皆

さ
ん

の
活

躍
で

着
々

と
整

備
が

進
ん

で
い

る
深

仙
宿

小
屋

の
報

告
を

聞

い
て

、
早

く
見

た
い

気
も

あ
り

参
加

さ
せ

て
も

ら
う

こ
と

に
し

た
。
 

連
日

の
熊

本
大

地
震

の
ニ

ュ
ー

ス
を

気
に

掛
け

な
が

ら
、

ま
ん

じ
り

と
し

な
い

朝
を

迎
え

今
日

の
体

調
を

心
配

し
な

が
ら

家
を

出
る

。
 

新
宮

か
ら

は
何

時
も

の
メ

ン
バ

ー
に

初
参

加
の

河
上

さ
ん

も
加

わ
り

３
台

( 沖
﨑

・
川

島
・

河
上
) に

１
３

名
が

分
乗

し
、

新
宮

六
時

に
予

報
通

り
の

良

い
天

気
を

期
待

し
て

沖
崎

車
に

乗
せ

て
い

た
だ

く
。
 

満
水

の
旭

ダ
ム
貯

水
池

を
過
ぎ

、
奥

吉
野

発
電

所
前
駐

車
場

に
７

時
３

０

分
到

着
。

前
泊

し
待

っ
て

い
た

梶
野

さ
ん

、
程

な
く

瀧
本

、
斉

藤
さ

ん
と
合

流
し

登
山

口
へ

、
少

し
早

い
新
緑

の
林

道
を
ひ

た
走

る
、
 

休
日

で
好

天
気

の
勢

か
登

山
客

と
思

わ
れ

る
車

が
、

天
辻

峠
不

通
に

も
か

か
わ

ら
ず

何
台

も
登

山
口
駐

車
場

に
駐

車
さ

れ
て

い
る

。
 

本
日

の
行
動

予
定

を
代
表

か
ら

聞
い

て
８

時
３

０
分
歩

き
出
す

。
早

や
先

頭
は
ず

っ
と
先

を
行

く
、

遅
れ

ま
い

と
必
死

に
付

こ
う

と
す

る
が

な
か

な
か

追
い
つ

け
な

い
。
程

な
く

前
を

行
く

梶
野

さ
ん

に
捲

き
道

を
教

え
て

い
た

だ

き
後

を
付

い
て

行
き

、
不
動
谷

分
岐

で
先
頭

に
追

い
着

く
こ

と
が

で
き

た
。
 

 
 

 

登
山

口
出

発
準

備
 

 
不

動
谷

分
岐

で
小

休
止

 
 

尾
根

で
展

望
を

楽
し

む
 

 

こ
こ

ま
で
風
景

な
ど
眺
め

る
余
裕

が
無

か
っ

た
が

、
遠

く
を

見
れ
ば
遥

か

遠
く

ま
で
眺
め

ら
れ

る
上

天
気

な
の

だ
、

こ
こ

を
何

回
も

通
っ

た
が

初
め

て

気
が

付
く

山
に
恥
ず

か
し

な
が

ら
も
感
嘆
す

る
。
古
田

の
尾
根

、
千
丈

平
で

一
休
み

。
 

こ
こ

か
ら

橋
本

さ
ん

が
付

き
添

っ
て
釈
迦
ヶ
岳

が
初
め

て
の

河
上

、
斉

藤

さ
ん

の
二
人

が
登

っ
て

行
か

れ
る

。
 

我
々

は
横

道
へ

と
下

り
、
伊
冨
喜

秀
明
師
入

定
碑

に
黙

と
う

、
避
難

小
屋

に
１

１
時
過
ぎ
到

着
。
 

早
朝

発
だ

っ
た

の
で

、
先

に
昼
食

を
済

ま
せ

る
ら

し
く

、
皆
そ

れ
ぞ

れ
の

場
所

に
腰

を
降
ろ
す

。
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古
田

の
森
( 梶

野
)  

 
 

千
丈

平
・

小
休

止
 

 
作

業
す

る
者

・
昼

食
す

る
者
 

 何
事

も
の
ろ

い
我

輩
を
尻
目

に
早

々
と

皆
さ

ん
作
業

に
取

り
掛

か
っ

て
い

る
、
ソ

ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
設
置

と
小

屋
内

の
５
個

の
照
明
灯
( 前

回
梶

野
氏
取

付

け
) と

の
配

線
接
続

に
は

、
児

嶋
、
梶
野
両
氏

が
あ

た
り

山
口
・
豊

嶋
・
畑

林

等
が
手
伝

う
。
 

 
 

 

ソ
ー

ラ
ー

パ
ネ

ル
取

付
け

準
備

と
屋

根
に

設
置

中
 

 
 

 
配

線
接

続
で

点
灯
( 山

口
) 

 主
に

生
熊
・
沖

﨑
・
川

島
は

、
灌

頂
堂

前
の
倒

れ
て

い
た
竣
工
記
念
石
碑

、

木
製
標
識
( 靡

き
行

所
標
識
) と
お
堂
裏

の
石
柱

道
標

が
傾

き
を
建

て
直

し
、

基
礎
固
め

に
取

り
掛

か
る

。
各

々
傾

い
た
標
識

を
真
直

ぐ
に
立

て
直

し
基
礎

部
に

大
石

小
石

を
詰
め
込

ん
で

大
玄
能

で
突

き
固
め

た
。
 

こ
こ

で
先
ほ
ど

の
行

所
標
識

に
書

か
れ

た
四
十
番

行
所

は
七
十
五
奥
駈
靡

き
の
中
間

だ
か

ら
三
十
八
番

行
所

の
間
違

い
で

は
と

の
沖

崎
さ

ん
が
指
摘

さ

れ
た

が
、
森
沢
義

信
著

（
大
峰
奥
駈

道
七
十
五
靡

）
で

も
本

山
派
聖
護
院

の

名
称

を
基
準

と
し

て
い

る
と

し
て
三
十
八
番

と
な

っ
て

い
る

。
当

山
派
醍
醐

三
宝
院

の
山
伏

の
奥
駈

け
出

発
点

は
、

小
笹
ノ

宿
と
言

わ
れ

る
の

で
四
十
番

に
な

る
の

か
も
知

れ
な

い
。

又
は
順
峰

・
逆
峰

に
よ

っ
て
違

う
か

も
知

れ
な

い
と
依

前
何

か
の

本
で

見
た
様

な
気

が
し

た
が

定
か

で
無

く
、
私

に
も
判

ら

な
い

一
度

調
べ

て
見

た
い

と
思

う
。
 

 
 

 

倒
れ

た
石

碑
・

道
標

の
復

元
作

業
 

 
 

 
 

 
 

傾
い

た
石

柱
道

標
復

元
 

 

ま
た

、
何
人

か
香
精

水
の
点
検

も
や

っ
て

く
れ

て
い

る
、

見
れ
ば

水
は
ポ

タ
ポ
タ

で
は

あ
る

が
か

な
り

落
ち

て
い

る
、

し
か

し
水
槽

の
中

は
落
ち
葉

と

小
石

が
満
杯

で
用

を
成

し
て

な
い

 
栓

を
抜

い
て
綺
麗

に
更

え
て
置

い
た

の

で
少

し
の
間

、
美

し
い

水
を
す

ぐ
に

登
山

者
は
つ

か
え

る
だ
ろ

う
。
 

こ
の

水
は

後
ろ

の
大
岩

・
四

天
石

を
お
釈
迦
様

に
見
立

て
そ

の
臍

か
ら

落

ち
て

い
る

と
言

わ
れ

、
灌

頂
堂

で
の
儀
式

に
閼
伽

水
と

し
て

の
聖

水
で

、
ラ

ジ
ウ

ム
や

金
が
含

ま
れ

て
い

て
数

年
は
腐

ら
な

い
と

か
、
眼
病

に
効

く
、

又

こ
の

水
で
刀
剣

を
ぬ

ぐ
へ
ば
錆
び

な
い
等

さ
ま
ざ

ま
な
効
用

が
あ

る
ら

し
い



 3 

と
森
沢

さ
ん

の
先
程

の
書
籍

に
記

さ
れ

て
い

る
。
 

次
回

２
枠
目

の
窓
取

付
け
箇

所
の
外
壁
波
ト
タ

ン
の
笠
釘

は
、
次

回
の
作

業
軽
減

の
た
め

、
一
部
( ト
タ

ン
重

な
り
部
) を
残

し
抜

い
た

。
( 川

島
・
畑

林
)  

 

さ
て

小
屋

で
は
ソ

ー
ラ

ー
も

照
明
器
具

の
取

付
け

も
終

わ
り
試
験
点
灯

の

段
階

だ
、

ス
イ
ッ
チ

を
押

せ
ば
五
箇

所
の

L
E
D

電
球

が
点
灯

し
昼
間

で
も

明
る

い
、
尚
更
夜

と
も

な
れ
ば
利
用

者
は
ビ
ッ
ク
リ
す

る
の

で
は

な
い

か
。
 

今
回

は
都
合

で
窓

の
取

付
け

が
出

来
な

か
っ

た
が

、
こ

れ
が

出
来

た
な

ら

ば
、
以

前
の

小
屋

と
比
べ

れ
ば

快
適
そ

の
も

の
だ
ろ

う
、
避
難

小
屋

と
し

て

は
出

来
過
ぎ

の
感

じ
が
す

る
位

だ
。
 

小
屋

の
片

付
け
掃
除

も
終

わ
り
そ
ろ
そ
ろ
帰

り
の

時
刻

だ
。
釈
迦
ヶ
岳

頂

上
を

踏
ん

で
下

山
す

る
為
先

行
し

た
三
人
以
外

で
記
念

写
真

撮
影

後
、
灌

頂

堂
に

て
、

生
熊

導
師

で
全

員
勤

行
し

て
１

４
時
過
ぎ

小
屋

を
後

に
す

る
。
 

今
回

は
、

有
志
四
人

が
大

日
岳
へ

も
登

る
者

も
居

て
充

実
し

た
一

日
に

な

っ
た

の
で

は
な

い
か

、
度

々
付

近
の

熊
笹

刈
り

を
し

て
呉

れ
て

い
る

青
木

さ

ん
は

、
電

気
バ
リ

カ
ン

を
片
手

に
下

山
時

も
刈

り
な

が
ら
降

り
て

行
か

れ
る

。
 

気
に

な
っ

て
い

た
千
丈

平
ま

で
の

太
い
倒

木
２

本
は

、
処

理
し

て
く

れ
た

と
聞

く
。
 

 
 

 

 
下

山
前

の
記

念
撮

影
 

 
 

 
 

千
丈

平
を

過
ぎ

た
地

点
で

倒
木

処
理
 

 

釈
迦
ヶ
岳

頂
上

を
踏

ん
で
降

り
て

来
ら

れ
た

滝
本

さ
ん

達
は

、
約

２
０

分

遅
れ

て
到

着
さ

れ
、

全
員

陽
の
明

る
い

１
７

時
前

に
降

り
立

っ
た

。
 

再
び

発
電

所
前
駐

車
場

に
て
終

礼
し

１
７

時
半

に
解

散
し

て
、
各

車
そ

れ

ぞ
れ

家
路

に
付

い
た

、
皆

さ
ん

大
変

ご
苦

労
様

で
し

た
。
 

 
 

 

 
桜

満
開

の
奥

吉
野

発
電

所
Ｐ

で
終

礼
 

 
 
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

新
宮

6
:0
0
→
7
:3
5
奥

吉
野

発
電

所
Ｐ
7
:5
0
→
8
:2
0
太
尾

登
山

口
8
:3
0
→

9
:1
0
不
動
谷

登
山

口
分
岐

9
:2
0
→
1
0
:3
0
千
丈

平
1
0
:4
5
→
1
1
:1
0
深

仙
宿

1
4
:1
5
→

千
丈

平
→
1
5
:5
5
不
動
谷

分
岐

1
6
:0
5
→
1
6
:3
0
登

山
口

1
6
:5
5
→

1
7
:2
0
奥

吉
野

発
電

所
1
7
:3
0
→
1
9
:1
5
新

宮
。

 
 

（
生

熊
 
記

）
    
 

  
 
 
 

 


